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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

第３四半期累計期間
第67期

第３四半期累計期間
第66期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 5,396,150 6,758,111 7,812,498

経常利益 (千円) 294,975 422,097 390,326

四半期(当期)純利益 (千円) 260,729 128,430 298,602

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) 27,554 35,073 15,840

資本金 (千円) 954,000 954,000 954,000

発行済株式総数 (千株) 14,520 14,520 14,520

純資産額 (千円) 3,145,033 3,493,705 3,320,512

総資産額 (千円) 9,918,072 9,825,888 11,366,667

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 18.10 8.92 20.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 4.00

自己資本比率 (％) 31.7 35.6 29.2
 

 

回次
第66期

第３四半期会計期間
第67期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

(円) 10.02 △5.59
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】
　

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）におけるわが国経済は、企業業績の改

善を背景とした設備投資の増加や雇用情勢の改善など、総じて穏やかな回復基調が継続しております。一方、中

国をはじめとする新興国経済の下振れリスクが高まるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いてお

ります。

このような経済情勢の下、当社は全社を挙げて業績の確保に努めた結果、当第３四半期累計期間における売上

高は67億５千８百万円（前年同四半期53億９千６百万円、25.2％増）を確保しました。

利益面では、売上の確保と継続的な原価低減、経費削減に努めた結果、営業利益３億１千万円（前年同四半期

２億１百万円、54.5％増）、経常利益４億２千２百万円（前年同四半期２億９千４百万円、43.1％増）となりま

したが、関係会社に対する債権について貸倒引当金繰入額１億円、関係会社株式評価損３千６百万円を特別損失

に計上したことから、四半期純利益１億２千８百万円（前年同四半期２億６千万円、50.7％減）となりました。

各セグメント別の業績は次のとおりであります。

包装機械部門におきましては、前年度に引き続き菓子・食品業界向け贈答用包装機械、製袋充填機、包装ライ

ンシステムが堅調に推移し、加えて製紙業界向け包装機なども売上に貢献したことから、ほぼ前期と同様の売上

高35億４千８百万円（前年同四半期36億７千５百万円、3.5％減）となりました。一方、当部門のセグメント利

益は、原価低減等のコスト対策効果から営業利益２億７千２百万円（前年同四半期１億７千万円、59.4％増）と

なりました。

生産機械部門におきましては、大型プロジェクト案件が今期においても継続的に売上を計上しており、売上高

32億９百万円（前年同四半期17億２千万円、86.5％増）、当部門のセグメント利益４億６千万円（前年同四半期

３億５千７百万円、28.9％増）となりました。

また、共通費は４億２千１百万円（前年同四半期３億２千６百万円、29.1％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて24.2％減少し、52億９千９百万円となりました。これは、受取手形及び売

掛金が４億２千万円増加したのに対し、現金及び預金が24億９千３百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて3.5％増加し、45億２千６百万円となりました。これは、貸倒引当金が１

億円増加したのに対し、投資有価証券が１億５千５百万円増加したことなどによります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて13.6％減少し、98億２千５百万円となりました。

 

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて32.6％減少し、42億５千９百万円となりました。これは、未払法人税等が

１億７百万円増加したのに対し、前受金が10億７千４百万円、支払手形及び買掛金が９億４百万円それぞれ減少

したことなどによります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて20.2％増加し、20億７千２百万円となりました。これは、長期借入金が２

億１千万円、退職給付引当金が５千４百万円それぞれ増加したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて21.3％減少し、63億３千２百万円となりました。

 

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて5.2％増加し、34億９千３百万円となりました。これは、その他有価証

券評価差額金が１億３百万円、利益剰余金が７千万円それぞれ増加したことなどによります。

 
 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は６千８百万円であります。

 

EDINET提出書類

株式会社　東京自働機械製作所(E01534)

四半期報告書

 4/17



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,520,000 14,520,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります

計 14,520,000 14,520,000 ― ―
 

 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月31日 ― 14,520,000 ― 954,000 ― 456,280
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株)

普通株式   122,000
― ―

(相互保有株式)

普通株式   327,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,927,000 13,927 ―

単元未満株式 普通株式 　 144,000 ― ―

発行済株式総数 14,520,000 ― ―

総株主の議決権 ― 13,927 ―
 

(注)　上記「完全議決権株式(その他)」の中には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)

㈱東京自働機械製作所

東京都千代田区岩本町
３丁目10番７号

122,000 ― 122,000 0.84

(相互保有株式)

東京施設工業㈱

千葉県富里市七栄字
南新木戸538番地２

327,000 ― 327,000 2.25

計 ― 449,000 ― 449,000 3.09
 

 

 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

    ①  資産基準                   2.45%

    ②  売上高基準                 0.58%

    ③  利益基準                △12.27%

    ④  利益剰余金基準           △1.14%

    ※会社間項目の消去前の数値により算出しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,638,576 1,144,874

  受取手形及び売掛金 1,516,125 1,936,156

  商品及び製品 484,658 603,370

  仕掛品 794,668 1,146,916

  原材料及び貯蔵品 6,299 7,310

  繰延税金資産 195,259 195,259

  その他 369,763 327,424

  貸倒引当金 △12,577 △61,785

  流動資産合計 6,992,773 5,299,526

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 1,732,636 1,737,760

    減価償却累計額 △1,346,924 △1,370,241

    建物（純額） 385,711 367,519

   構築物 227,794 227,794

    減価償却累計額 △210,396 △211,539

    構築物（純額） 17,397 16,254

   機械及び装置 1,870,211 1,870,755

    減価償却累計額 △1,754,075 △1,736,259

    機械及び装置（純額） 116,135 134,495

   車両運搬具 10,255 10,255

    減価償却累計額 △9,619 △9,865

    車両運搬具（純額） 635 389

   工具、器具及び備品 282,285 275,794

    減価償却累計額 △274,398 △267,046

    工具、器具及び備品（純額） 7,886 8,747

   土地 1,512,578 1,512,578

   リース資産 136,478 159,546

    減価償却累計額 △63,875 △71,148

    リース資産（純額） 72,602 88,397

   有形固定資産合計 2,112,947 2,128,383

  無形固定資産 83,978 78,768

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,440,527 1,595,598

   関係会社株式 58,704 21,753

   その他 677,754 801,874

   貸倒引当金 △18 △100,018

   投資その他の資産合計 2,176,967 2,319,208

  固定資産合計 4,373,894 4,526,361

 資産合計 11,366,667 9,825,888
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,501,065 1,596,292

  短期借入金 320,000 150,000

  1年内返済予定の長期借入金 207,520 183,420

  リース債務 134,281 135,130

  未払法人税等 35,531 142,775

  前受金 2,546,856 1,471,911

  賞与引当金 242,523 155,464

  品質保証引当金 143,366 221,958

  その他 190,405 202,783

  流動負債合計 6,321,550 4,259,735

 固定負債   

  社債 300,000 300,000

  長期借入金 392,190 603,100

  リース債務 97,237 131,490

  退職給付引当金 800,834 855,528

  環境対策引当金 24,137 24,137

  繰延税金負債 8,361 58,034

  その他 101,842 100,156

  固定負債合計 1,724,603 2,072,447

 負債合計 8,046,154 6,332,183

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 954,000 954,000

  資本剰余金 456,280 456,280

  利益剰余金 1,332,231 1,403,038

  自己株式 △19,908 △21,447

  株主資本合計 2,722,603 2,791,871

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 597,909 701,833

  評価・換算差額等合計 597,909 701,833

 純資産合計 3,320,512 3,493,705

負債純資産合計 11,366,667 9,825,888
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 5,396,150 6,758,111

売上原価 4,154,940 5,248,476

売上総利益 1,241,209 1,509,634

販売費及び一般管理費 1,039,982 1,198,741

営業利益 201,227 310,892

営業外収益   

 受取利息 1,121 1,209

 受取配当金 33,299 33,266

 受取賃貸料 115,656 129,649

 貸倒引当金戻入額 1,822 -

 雑収入 15,287 9,661

 営業外収益合計 167,185 173,786

営業外費用   

 支払利息 9,651 7,934

 社債利息 8,626 2,649

 貸倒引当金繰入額 20 -

 不動産賃貸費用 53,968 50,441

 雑支出 1,171 1,556

 営業外費用合計 73,437 62,581

経常利益 294,975 422,097

特別利益   

 固定資産売却益 - 568

 特別利益合計 - 568

特別損失   

 固定資産除却損 255 434

 関係会社株式評価損 - 36,950

 関係会社貸倒引当金繰入額 - 100,925

 特別損失合計 255 138,309

税引前四半期純利益 294,719 284,355

法人税等 33,989 155,925

四半期純利益 260,729 128,430
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

 

 

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期累計期間

(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日)

１　税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

 

 

 

 

(四半期貸借対照表関係)

　   四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形を満期日に

決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 －千円 31,306千円
 

 

 

 

(四半期損益計算書関係)

　該当事項はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 93,430千円 90,266千円
 

 

 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 57,644 4 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

 

当第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 57,622 4 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(持分法損益等)

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 12,693千円 12,693千円

持分法を適用した場合の投資の
金額

368,471千円 406,491千円
 

 

 
前第３四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

持分法を適用した場合の
投資利益の金額

27,554千円 35,073千円
 

 

 

 

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

 

 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 包装機械 生産機械 合計
調整額
(注)１

四半期損益計算書

計上額

(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 3,675,388 1,720,762 5,396,150 ― 5,396,150

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,675,388 1,720,762 5,396,150 ― 5,396,150

セグメント利益 170,724 357,237 527,962 △326,734 201,227

 

(注) １. セグメント利益の調整額△326,734千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない総務部・ＣＳ

部等管理部門の人件費・経費等であります。

    ２. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 包装機械 生産機械 合計
調整額
(注)１

四半期損益計算書

計上額

(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 3,548,555 3,209,555 6,758,111 ― 6,758,111

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,548,555 3,209,555 6,758,111 ― 6,758,111

セグメント利益 272,188 460,413 732,601 △421,708 310,892

 

(注) １. セグメント利益の調整額△421,708千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない総務部・ＣＳ

部等管理部門の人件費・経費等であります。

    ２. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

 
 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 18.10円 8.92円

    (算定上の基礎)   

四半期純利益　(千円) 260,729 128,430

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額 (千円) 260,729 128,430

普通株式の期中平均株式数 (株) 14,408,675 14,401,458
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

 

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月４日

株式会社 東京自働機械製作所

取締役会 御中

東 陽 監 査 法 人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   吉　田　　光　一　郎   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴　　木　　裕　　子   印

 

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東京自

働機械製作所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第67期事業年度の第３四半期会計期間(平成27年10月１日

から平成27年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東京自働機械製作所の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日

をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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